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目的　 し ょ糖摂取 の 制限を目的 とした ダイ エ ット 食品は多 く の場合、 し ょ糖’の代 替とし

て 他の天然、 人工甘味 料を含ん でおり、 この ことはう蝕 予防のた めの 食品として ダイ エッ

ト 食品 を用い ること ができ る可 能性を 示唆して いる。演 者は、こ れら 食品の う蝕 誘発性を

評価 す る目的で、ま ず口腔 内細菌に対 す る基質 とし ての性質 をin vitro で 検討し た。

方 法 （1)材 料　 ダ イエ ット 食品 とし て市 販されて い るジ ャム８ 種、ゼ リー２種、 チョ コ

レ ート１種、 キ ャンデ ィ6 種、 ビ スケ ット５ 種、甘 味料 ９種、 計31 種I。I　(2)供 試菌strep to
一一

coccus mutans C趾Z176株、Lactobacillus casei ATCC4350 株。　(3 ）試験 項目　 菌体 による急速 な

pH 下降性（Stephan 曲線 ）。 不溶 性 グル カン合成 性。

結果(1) 還元麦芽 糖、 サッカリ ン、 ステビ オサ イドのみを含む 食品は、 酸 産生 性、 グル

カ ン合 成性 ともに認 めら れない。　（2)果 糖、 ブド ウ糖、 麦芽 糖。 ソ ルビ ットを 含む 食品 は

、 酸産生 性 はあ るが、 グルカ ン合成 性はない。　(3)し ょ糖 配合量 を減少し た 食品 は、酸 産

生 性、 グルカ ン合成性 と もに認めら れ る。　（4)還元麦芽 糖を 含 むと’さ れてい る食品 の中 に

、 酸産生 性の認めら れる ものがあ る。　(5 ）果糖、 ある いはス テビ オサ イドを含 むと さ れて

い る食 品の中に、 グル カン合成 性 の認めら れる ものが ある。

結論 と考察　 ダ イエ ット食品 の 口腔 内細菌 に対す る基質 とし ての性質 は様々であ り、こ

れは主 に含有す る甘 味料の違 いに由来 すると考え ら れるが、 非 う蝕糖 類を含 有す ると され

て い る食品 の中 にも基質と しての 性質を有 す る ものが認め られ る。

文献　Stephan R. M. et al., J. dent. Res., 26, 15, 1947,　 松久保 隆ら、 口衛 誌、31 、 275, 1981
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